
南
方
熊
楠
は
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
？

六
九

一　
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
に
お
け
る
ク
エ
リ
ー

南
方
熊
楠
が
多
数
の
英
文
論
考
を
投
稿
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・

ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
（
以
下
、『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
と
略
記
）（1
）は
、
文
学
、
歴
史
、
民

俗
学
、
語
源
学
、
地
理
学
な
ど
を
扱
う
総
合
学
術
誌
（
一
八
四
九
年
創
刊
、
週
刊
）

で
あ
っ
た
。
こ
の
雑
誌
は
投
稿
誌
で
あ
り
、
誌
面
は
読
者
同
士
の
質
疑
応
答
で
埋

め
尽
く
さ
れ
、
編
集
部
に
よ
る
記
事
は
書
評
な
ど
に
限
ら
れ
た
。
読
者
は
文
学
、

歴
史
等
に
関
わ
る
知
見
や
質
問
を
投
稿
し
、
質
問
へ
の
回
答
を
書
き
送
っ
た
の
だ

が
、
投
稿
の
種
類
に
は
ノ
ー
ト
、
ク
エ
リ
ー
、
リ
プ
ラ
イ
の
三
つ
が
あ
り
、
誌
面

も
三
欄
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ノ
ー
ト
は
「
短
報
」
で
、
現
在
の
学
術
論
文
に
近

い
も
の
か
ら
、
簡
単
な
覚
え
書
き
ま
で
あ
る
。
ク
エ
リ
ー
は
「
質
問
」
で
、
そ
れ

に
対
し
て
読
者
が
返
す
「
回
答
」
が
リ
プ
ラ
イ
と
な
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
の
ク
エ
リ
ー
に
焦
点
を
当
て
て
考
え
て
い
き
た
い
。
ク

エ
リ
ー
は
、
読
者
が
自
分
の
知
り
た
い
こ
と
を
自
由
に
質
問
し
た
も
の
で
、
歴
史

的
な
人
物
の
経
歴
を
問
う
た
り
、
文
学
作
品
に
つ
い
て
質
問
し
た
り
、
あ
る
い
は

民
俗
学
的
な
問
い
か
け
、
英
単
語
の
起
源
、
地
名
の
質
問
な
ど
な
ど
、
内
容
は
多

岐
に
わ
た
っ
た
。
た
だ
し
、
編
集
部
が
掲
載
の
判
断
を
し
て
い
た
た
め
、
一
定
の

水
準
は
保
た
れ
、
ま
た
同
誌
の
扱
う
分
野
以
外
の
質
問
は
載
ら
な
か
っ
た
。

ク
エ
リ
ー
を
出
す
と
は
、
投
稿
者
が
何
ら
か
の
必
要
が
あ
っ
て
情
報
を
求
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
著
作
に
使
う
、
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
、
小
説

を
読
ん
で
い
て
疑
問
に
思
っ
た
、
あ
る
い
は
単
に
知
的
好
奇
心
か
ら
と
い
う
の
も

あ
る
だ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
、
ク
エ
リ
ー
は
目
的
意
識
が
あ
っ
て
出
す
も
の
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
で
は
、
熊
楠
が
ク
エ
リ
ー
を
出
し
た
目
的
は
何
だ
っ
た
の
か
。

ク
エ
リ
ー
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
多
く
の
リ
プ
ラ
イ
が
寄
せ
ら
れ
た
。
一
本
の
ク

エ
リ
ー
に
複
数
本
の
リ
プ
ラ
イ
が
返
っ
て
く
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
り
、
と
き
に
は

数
年
に
わ
た
っ
て
出
続
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。リ
プ
ラ
イ
の
信
頼
度
は
高
か
っ
た
。

『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
の
読
者
は
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
に
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
世
界
中
に
お
り
、
無
数
の
ア

マ
チ
ュ
ア
／
プ
ロ
の
知
識
人
が
集
う
知
的
空
間
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ク

エ
リ
ー
を
出
せ
ば
、
か
な
り
確
実
に
有
用
な
情
報
が
入
手
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
私
の
研
究
で
は
、『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
を
辞
書
や
事
典
の
一
種
と
位
置

づ
け
て
き
た
。
一
九
世
紀
半
ば
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
多
数
の
雑
誌
が
出
現
す
る
が
、
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七
〇

『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
誌
の
よ
う
な
科
学
誌
、『
エ
ジ
ン
バ
ラ
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
誌
の
よ
う

な
レ
ヴ
ュ
ー
誌
、『
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ
』
誌
の

よ
う
な
絵
入
り
誌
、『
ジ
ャ
ー
ム
』
誌
の
よ
う
な
文
芸
誌
、『
ア
セ
ニ
ウ
ム
』
誌
の

よ
う
な
総
合
誌
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
位
置
づ
け
と
読
者
層
が
異
な
っ
た
。
そ
の
な

か
で
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
お
よ
び
全
国
に
あ
ら
わ
れ
た
派
生
誌
は
、
知
識
の
交
換
と
総

合
化
の
場
と
し
て
機
能
し
た
。や
が
て
一
九
世
紀
末
〜
二
〇
世
紀
初
頭
に
な
る
と
、

『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
大
辞
典
（
Ｏ
Ｅ
Ｄ
）』
や
『
イ
ギ
リ
ス
人
名
事
典
（
Ｄ

Ｎ
Ｂ
）』、
小
項
目
主
義
を
採
用
し
た
『
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
』

第
九
版（
2
）な
ど
の
大
辞
書
、
大
事
典
が
次
々
と
出
る
が
、
そ
の
前
段
階
と
し
て

『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
の
よ
う
な
雑
誌
が
存
在
し
、
誌
上
で
の
質
疑
応
答
を
通
じ
て
情
報

が
集
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
後
半
に
普
通
郵
便
制
度
（
国
内
、
国

際
と
も
）
が
広
ま
っ
た
こ
と
も
、『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
の
よ
う
な
投
稿
に
よ
る
情
報
交

換
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
支
え
た
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る（
3
）。
な
お
、
現
在
で

は
ネ
ッ
ト
上
の
質
問
掲
示
板
が
似
た
よ
う
な
媒
体
と
し
て
復
活
、
普
及
し
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
熊
楠
の
出
し
た
ク
エ
リ
ー
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
彼
が
『
Ｎ
＆
Ｑ
』

誌
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
た
の
か
、
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ク
エ
リ
ー
を

出
す
と
い
う
こ
と
は
、
熊
楠
が
何
ら
か
の
情
報
を
積
極
的
、
主
体
的
に
求
め
て
い

る
わ
け
で
、『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
へ
の
投
稿
の
目
的
が
ハ
ッ
キ
リ
あ
ら
わ
れ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
や
リ
プ
ラ
イ
で
は
な
く
、
ク
エ
リ
ー
を
取
り
上
げ
る
こ
と
の

意
味
も
こ
こ
に
あ
る
。

目
標
は
三
つ
あ
り
、
ま
ず
第
一
に
熊
楠
が
ど
の
よ
う
な
問
い
を
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌

に
投
げ
か
け
て
い
る
か
を
見
た
い
。
こ
こ
か
ら
は
熊
楠
が
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
ど
う

い
っ
た
種
類
の
情
報
を
求
め
て
い
た
の
か
、
明
ら
か
に
な
る
は
ず
だ
。
第
二
は
、

熊
楠
の
ク
エ
リ
ー
に
付
い
た
リ
プ
ラ
イ
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り

『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
を
通
じ
て
入
手
で
き
た
情
報
の
種
類
と
傾
向
に
迫
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
第
三
は
、
熊
楠
が
得
ら
れ
た
リ
プ
ラ
イ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
邦
文
論
考
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
見

て
み
た
い
。
邦
文
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
松
居
竜
五
が
明
ら
か
に
し
つ
つ

あ
り（
4
）、
本
稿
も
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
い
る
。

熊
楠
の
論
考
を
取
り
上
げ
る
前
に
、
誌
上
で
の
ク
エ
リ
ー
の
位
置
づ
け
、
お
お

ま
か
な
内
容
な
ど
を
見
て
お
き
た
い
。
熊
楠
が
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た

一
八
九
九
年
六
月
三
日
号
を
例
に
取
る
と
、
こ
の
号
に
は
ノ
ー
ト
二
〇
本
、
ク
エ

リ
ー
二
一
本
、
リ
プ
ラ
イ
四
三
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
全
二
〇
頁
）。
こ
の
う

ち
ク
エ
リ
ー
と
、そ
れ
に
付
い
た
リ
プ
ラ
イ
の
内
容
を
簡
単
に
挙
げ
る
と
、【
表
１
】

の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
人
物
、
歴
史
、
文
学
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
か
な
り
細

か
な
事
柄
が
質
問
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
Ｄ
Ｎ
Ｂ
』
や
『
Ｏ
Ｅ
Ｄ
』
で

は
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
質
問
し
た
も
の
が
あ
る
の
に
も
注
目
し
た
い
。
リ
プ
ラ
イ

で
こ
れ
ら
の
辞
書
・
事
典
へ
の
言
及
が
あ
る
の
も
興
味
深
い
。
な
お
、
水
平
器
に

つ
い
て
の
ク
エ
リ
ー
は
熊
楠
に
よ
る
。
ま
た
、
リ
プ
ラ
イ
が
付
い
た
の
は
二
一
本

中
八
本
で
あ
る
（
さ
ら
に
編
集
部
か
ら
の
回
答
が
付
い
た
も
の
が
一
本
）。
ク
エ

リ
ー
に
対
し
て
ど
の
程
度
リ
プ
ラ
イ
が
付
い
た
か
の
目
安
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
ク
エ
リ
ー
の
大
部
分
に
つ
い
て
は
、
投
稿
者
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
ク

エ
リ
ー
を
出
し
た
の
か
、
ま
た
返
っ
て
き
た
リ
プ
ラ
イ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た

か
知
る
す
べ
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
明
確
な
目
的
が
あ
っ
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七
一

【表１　『Ｎ＆Ｑ』誌 1899 年６月３日号に出たクエリーの一覧、およびそれに付いたリプライ】
１．チャールズ２世の肖像画に描かれた品物や言葉の意味は何か　→なし
２．『不思議の国のアリス』のタイトルの由来は何か　→なし
３．水平器はいつどこで発明されたか（＊熊楠）
　　　→編集部からの回答。1577 年。『ＯＥＤ』を見よ
４．ブライ提督の家系について教えてほしい
　　　→５本。1856 年にも同様の質問／墓碑／生地・家系・子孫／生地／墓
５．14-15 世紀のナイトのリストがほしい
　　　→３本。一覧／補足／補足
６．「passing the time of day」という言い回しの出典が知りたい
　　　→２本。シェイクスピアの時代のスラング／「おはよう」「こんばんは」等の意味
７．ランスロット物語の聖餐について知りたい
　　　→８本。中世に何を象徴したか／参考書の提示／剣の象徴の初出など
８．仏領西インドの２つの家系の情報を求む　→なし
９．ブロウイング協会の歌について知りたい　→なし
10．あるウェールズ人判事の情報を求む
　　　→２本。経歴と家系についての詳細な情報
11．ある柱時計についての情報を求む　→なし
12．ホスキンズの詩について『ＤＮＢ』に出ている以上のことが知りたい　→なし
13．『ＯＥＤ』にも出ていないブラックキャップという語の意味が知りたい　→なし
14．ジョン・シーマンについての情報を求む　→なし
15．トマス・ハルについての情報を求む　→なし
16．ワッツ・ダントンの『エイルウィン』の由来が知りたい
　　　→ 10 本。エイルウィンという人名／ウェールズのジプシーについて
17．ウィリアム・ノックスについての情報を求む　→なし
18．『ヴァージニアのいとこ』の出版者が知りたい　→なし
19．ワイズベックの身廊が二重になっているという教会について情報を求む
　　　→２本。ギリングの教会／ハニントンなど四ヶ所にある
20．シェイクスピアの養子の自筆資料が見つかったという話の詳細が知りたい
　　　→１本。スペルが『ＤＮＢ』でも間違っている。正しいスペルで探せ
21．スコットの小説に出てくるジェントルマンの服装に関する風習を知りたい　→なし
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て
ク
エ
リ
ー
を
出
し
た
例
も
い
く
つ
か
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
Ｏ

Ｅ
Ｄ
』
の
編
纂
に
際
し
て
は
、
編
集
者
の
マ
レ
ー
が
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
大
量
の
ク

エ
リ
ー
を
出
し
、
情
報
収
集
を
行
っ
た
。
英
単
語
の
古
い
用
例
に
つ
い
て
求
め
る

ク
エ
リ
ー
が
出
る
と
、
争
う
よ
う
に
リ
プ
ラ
イ
が
寄
せ
ら
れ
、
採
用
さ
れ
た
も
の

は
実
際
に
『
Ｏ
Ｅ
Ｄ
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
Ｏ
Ｅ
Ｄ
』
は
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
を

利
用
し
、
そ
の
読
者
を
大
量
動
員
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
同

様
の
こ
と
が
『
Ｄ
Ｎ
Ｂ
』
で
も
行
わ
れ
た（
5
）。
こ
れ
ら
の
大
辞
書
、大
事
典
は
『
Ｎ

＆
Ｑ
』
誌
的
な
知
的
空
間
が
生
み
出
し
た
最
大
の
成
果
で
あ
り
、
投
稿
者
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
知
識
を
「
実
用
化
」
さ
せ
た
機
会
と
も
な
っ
た
。
な
お
、マ
レ
ー

は
先
に
挙
げ
た
熊
楠
の
デ
ビ
ュ
ー
号
で
も
、
リ
プ
ラ
イ
で
関
連
の
記
事
を
書
い
て

い
る
。

こ
の
ほ
か
、
誌
面
で
の
情
報
収
集
を
通
じ
て
本
を
執
筆
し
た
例
は
多
い
。
熊
楠

の
関
係
で
挙
げ
れ
ば
、
Ａ
・
Ｓ
・
Ｅ
・
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
の
『
有
名
な
誤
謬
』

（
一
九
〇
七
、一
九
〇
九
、一
九
二
三
年
）
と
い
う
、
迷
信
な
ど
を
集
め
て
科
学
的

に
論
破
し
た
本
が
あ
る
。
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
は
熊
楠
に
も
手
紙
を
出
し
、
情
報
提
供

を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
自
身
の
著
作
の
購
入
を
迫
っ
て
い
る（
6
）。

熊
楠
も
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
を
執
筆
活
動
に
利
用
し
て
お
り
、彼
の
邦
文
論
考
に
は
、

し
ば
し
ば
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
熊
楠
が
邦
文
論

考
執
筆
に
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
を
使
っ
た
の
は
わ
か
っ
て
い
た（
7
）も
の
の
、
そ
の
詳

細
や
厳
密
な
対
応
関
係
は
明
ら
か
で
な
く
、
本
稿
が
初
め
て
の
具
体
的
な
調
査
と

な
る
。

ク
エ
リ
ー
の
時
代
的
な
変
化
に
つ
い
て
も
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
す
で
に

触
れ
た
が
、
大
辞
書
や
大
事
典
が
出
る
と
、
言
語
や
人
物
、
百
科
事
典
的
な
こ
と

は
、
そ
れ
ら
に
当
た
れ
ば
情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
典
類

は
市
販
さ
れ
た
ほ
か
、
図
書
館
で
も
利
用
で
き
た
。
一
八
五
〇
年
制
定
の
公
共
図

書
館
法
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
各
地
に
図
書
館
が
設
立
さ
れ
、
一
九
一
八
年
の

時
点
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
四
二
三
館
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
六
一
館
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
に
八
二
館
を
数
え
る
ま
で
に
な
る
。
し
か
も
一
般
の
図
書
が
閉
架
式
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
事
典
等
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
類
は
閲
読
室
に
配
架
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た（
熊
楠
の
通
っ
た
大
英
博
物
館
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ム
で
も
同
様
だ
っ

た
）。
こ
の
よ
う
に
し
て
辞
書
や
事
典
の
利
用
は
次
第
に
広
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
面
に
出
る
ク
エ
リ
ー
も
次
第
に
変
質
し
て
い
く
。

人
名
な
ど
に
つ
い
て
の
よ
り
細
か
な
質
問
が
増
え
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
に
な
る

と
自
分
の
祖
先
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
投
稿
が
目
立
っ
て
増
加
す
る（
8
）。

熊
楠
が
投
稿
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
変
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
時
期
で
、
つ
ま
り

辞
書
や
事
典
で
調
べ
て
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
が
、
ク
エ
リ
ー
で
質
問
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

二　

熊
楠
の
ク
エ
リ
ー

そ
れ
で
は
、
熊
楠
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
ク
エ
リ
ー
を
寄
せ

て
い
た
の
か
。
ま
ず
は
熊
楠
自
身
の
言
葉
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
書
簡
や
邦
文
論

考
で
し
ば
し
ば
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
ク
エ
リ
ー

を
出
す
こ
と
、
リ
プ
ラ
イ
を
得
る
こ
と
に
触
れ
た
箇
所
を
挙
げ
た
。

高
木
敏
雄
宛
書
簡
（
一
九
一
二
年
四
月
二
日
付
）
で
は
、「『
ノ
ー
ツ
・
エ
ン
ド
・

キ
リ
ス
』
は
英
国
に
て
も
は
や
六
十
年
斗
り
つ
づ
き
居
り
候
。（
小
説
に
多
く
其
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七
三

名
出
た
り
。
珍
ら
し
き
疑
問
有
る
と
き
、
こ
い
つ
は
『
ノ
ー
ツ
・
エ
ン
ド
・
キ
リ

ス
』
で
質
問
も
の
だ
抔
あ
り
。）
随
筆
（
ノ
ー
ツ
）、
問
（
キ
リ
ス
）、
答
（
レ
プ

ラ
イ
ス
）
よ
り
成
り
、
文
学
、
古
学
、
民
俗
学
に
関
す
る
雑
誌
な
り
。
日
本
人
に

て
は
、
古
往
近
来
、
小
生
一
人
、
特
別
寄
書
家
に
て
、
此
誌
を
経
て
小
生
の
説
、

諸
書
に
引
か
れ
た
る
も
の
多
し
」（9
）と
語
っ
て
い
る
。「
珍
し
き
疑
問
」、
す
な

わ
ち
簡
単
に
は
調
べ
ら
れ
ず
、
か
つ
読
者
の
興
味
を
ひ
き
そ
う
な
疑
問
が
浮
か
ん

だ
と
き
に
、『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
ク
エ
リ
ー
を
送
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

掲
載
論
考
が
各
種
書
物
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

「
履
歴
書
」（
一
九
二
五
年
一
月
）
で
は
、「
…
…
明
治
三
十
一
年
頃
よ
り
小
生
は

『
ノ
ー
ツ
・
エ
ン
ド
・
キ
ー
リ
ス
』
に
投
書
を
始
め
、
今
日
ま
で
絶
え
ず
特
別
寄

書
家
た
り
。
こ
れ
は
七
十
六
年
前
に
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
、
週
刊
の
文
学
兼
考
古

学
雑
誌
な
り
。
今
度
御
下
問
の
『
日
本
に
綿
の
神
あ
り
や
』
も
し
く
は
『
い
ず
れ

の
国
か
に
綿
の
神
あ
り
や
』
と
い
う
よ
う
な
難
題
が
出
る
と
き
は
、
こ
の
雑
誌
へ

問
い
を
出
す
な
り
（
無
賃
）。
し
か
る
と
き
は
、
読
者
の
中
よ
り
博
識
天
狗
の
輩

が
争
う
て
答
弁
を
出
す
」（10
）と
言
っ
て
い
る
。
難
題
が
出
さ
れ
た
と
き
に
、
投

稿
者
た
ち
が
競
う
よ
う
に
リ
プ
ラ
イ
を
出
す
さ
ま
が
あ
り
あ
り
と
伝
わ
っ
て
く

る
。ふ

た
た
び
上
松
蓊
宛
書
簡
（
一
九
二
五
年
一
二
月
三
日
付
）
を
取
り
上
げ
れ
ば
、

「
世
界
的
に
や
っ
て
お
る
の
は
こ
の
『
ノ
ー
ツ
』
に
毎
週
書
く
一
事
」（11
）と
あ
り
、

『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
へ
の
投
稿
が
熊
楠
に
と
っ
て
「
世
界
的
」
な
活
躍
を
意
味
し
た
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
な
お
、
一
九
二
五
年
に
は
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
熊
楠
の
論
考

三
二
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、「
毎
週
」
と
い
う
の
も
あ
な
が
ち
誇
張
で
は

な
い
。

つ
づ
い
て
熊
楠
の
投
稿
を
見
て
い
こ
う
。『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
熊
楠

の
論
考
三
二
四
本
の
う
ち
、
ノ
ー
ト
は
七
一
本
、
ク
エ
リ
ー
は
六
三
本
、
リ
プ
ラ

イ
は
二
五
〇
本
と
な
る（
12
）。
リ
プ
ラ
イ
が
多
い
の
は
、
第
一
に
は
雑
誌
自
体
の

も
つ
性
格
に
よ
っ
た
。
各
号
あ
た
り
の
頁
数
は
リ
プ
ラ
イ
欄
が
も
っ
と
も
多
く
、

お
お
よ
そ
誌
面
の
半
分
か
ら
三
分
の
二
を
占
め
た
。
こ
れ
は
一
本
の
ク
エ
リ
ー
に

複
数
本
の
リ
プ
ラ
イ
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
熊

楠
が
東
洋
か
ら
の
情
報
提
供
者
と
し
て
機
能
し
て
い
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
Ｎ

＆
Ｑ
』
誌
の
記
事
の
大
部
分
は
イ
ギ
リ
ス
／
欧
米
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
が
、
熊

楠
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
日
本
や
中
国
の
類
例
を
提
供
す
る
の
を
つ
ね
と
し
て
お

り
、
な
か
に
は
ク
エ
リ
ー
内
で
、
熊
楠
を
名
指
し
で
リ
プ
ラ
イ
を
求
め
る
も
の
も

あ
っ
た（
13
）。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
熊
楠
の
投
稿
に
は
リ
プ
ラ
イ
が
多
い
の
で
あ

る
。熊

楠
の
出
し
た
ク
エ
リ
ー
六
三
本
に
つ
い
て
、【
表
２
】
に
タ
イ
ト
ル
、掲
載
号
、

リ
プ
ラ
イ
の
数
（
※
熊
楠
自
身
に
よ
る
リ
プ
ラ
イ
を
括
弧
内
に
示
し
た
。
み
ず
か

ら
の
ク
エ
リ
ー
に
リ
プ
ラ
イ
す
る
と
い
う
の
も
不
思
議
な
話
だ
が
、
補
足
情
報
を

寄
せ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
熊
楠
の
英
文
・
邦
文
と

も
に
見
ら
れ
る
）
を
ま
と
め
た
。
ま
っ
た
く
リ
プ
ラ
イ
の
付
か
な
か
っ
た
も
の
は

「
な
し
」
と
し
た
。
関
連
す
る
邦
文
論
考
に
つ
い
て
も
書
き
添
え
た
。
た
だ
し
、

書
簡
類
は
省
略
し
た（
14
）。

な
お
、
一
九
一
〇
年
代
前
半
ま
で
は
誌
面
の
収
容
能
力
を
は
る
か
に
超
え
る
投

稿
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
編
集
部
に
よ
る
掲
載
・
不
掲
載
の
選
別
が
行
わ
れ
て
お
り
、

熊
楠
の
日
記
に
投
稿
の
記
載
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
例
が
多

数
あ
る
。
ク
エ
リ
ー
と
し
て
は
、一
九
〇
三
年
一
二
月
七
日
に
投
稿
し
た「
地
虫
」、
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【表２　熊楠によるクエリー一覧】
番号、タイトル、掲載号、リプライの数（うち熊楠自身の寄せたリプライの数）
内容
●関連する邦文論考　☆リプライを利用したもの　発表年月日

１．水平器の発明　1899.6.3　なし
　　水平器はいつどこで発明されたのか。
　●「廻り香炉と扇風機」1922.9.15
２．セイウチ 　1899.6.24　なし
　　フェルビースト『坤輿外紀』のセイウチの記述の典拠は何か。
　●「人魚の話」1910.9.24-27　●「古谷氏の謝意に答え三たび火斉珠について述ぶ（上）」1913.12
３．「泳ぐ貝」  1899.7.22　なし
　　ロシア、ドイツの貝占いの詳細が知りたい。
　●「本邦における動物崇拝」1910.11
４．フクロウ　1903.6.13　９本
　　プルタルコスにある鳥たちがフクロウを囲む話の類例を西洋に求める。
　●☆「小鳥狩に梟がでる」1927.12
５．一枚歯　1903.6.20　５本（熊楠１本）
　　すべての歯がつながっている奇形を日本とギリシャから紹介。本当にあるのか。
　●☆「一枚歯――歯が生えた産れ児」1916.1
６．類人猿　1903.8.29　１本
　　  ハクスリー『自然界における人間の位置』にある猿の図は中国のもののようだが出典を知りたい。
　●「猴に関する民俗と伝説」1920
７．嫉妬の水　1904.2.20　なし
　　中国の嫉妬深い妻が水神になる話の類例を西洋に求める。
８．盗みが罪とならないこと　1904.12.24　なし
　　  『デカメロン』にペルシャで気前の良さを示すため妻などを見せる話がある。日本では盗ませる。ペルシャ
のは本当か。

９．日本におけるイスラム教　1907.3.2　なし
　　欧米の文献で日本にイスラム教徒がいるとする文献があるが、根拠は何か。
10．ヤギの血とダイアモンド　1907.10.5　４本
　　エラスムスにあるダイアモンドが牡山羊の血で砕けるとする俗信の典拠は何か。
11．ガーンジー・リリー　1908.11.7　３本
　　  イギリスに咲くガーンジー・リリーはオランダ東インド会社船の難破で日本産の花が根付いたとされる
が、いつのことなのか。

　●☆「石蒜の話」1920.4.1
12．親不孝者の息子　1908.11.21　なし
　　あまのじゃくな息子の民話は西洋や近東にもあるか。
　●「親の言葉に背く子の話」1918.1
13．処女マリアの木の実　1909.9.4　３本
　　ヘブリディーズ諸島で魔除けに使われる木の実の植物名を教えてほしい。
14．聖ガラシアの実　1910.1.1　２本
　　『大カーンの書』にあるペルシャの木の実は何か。
15．馬の幽霊　1911.8.12　１本
　　  日本には馬の幽霊の話が多いが、他の国にもあるか。アーヴィングがスペインの馬の幽霊に言及してい



南
方
熊
楠
は
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
？

七
五

るようだが、出典は。
　●「馬に関する民俗と伝説」1918
16．パウサニアス　1912.6.8　１本
　　『パウサニアスのギリシャ誌』の著者は誰か。
17．入れかわった魂　1912.11.30　なし
　　日本の民話に魂が入れかわった話があるが、西洋にもあるか。
　●「睡人および死人の魂入れ替わりし譚」1914.7、1915.1
18．「スコロペンドラ・ケタケア」　1913.5.3　６本（うち熊楠２本）
　　海の怪物スコロペンドラ・ケタケアの正体は何か。
　●☆「田原藤太竜宮入りの譚」1916.1
19．「アゴンダ」と「阿古陀瓜」　1913.8.21　なし
　　アフリカのアゴンダという野菜の詳細が知りたい。日本にも阿古陀瓜というものの記録がある。
20．植物プレス器と虫ピン　1913.10.4　なし
　　植物プレス器、虫ピンはいつどこで発明されたのか。
21．ディードーの土地購入　1914.1.17　６本（うち熊楠４本）
　　機転を利かせて広い土地を手に入れる話の西洋版をまとめた本はないか。
　●「少しばかりを乞うて広い地面を手に入れた話」1914.1、1916.2
22．亀と雷  1914.4.4　４本（熊楠１本）
　　  スッポンは噛み付くと雷が鳴るまで離さないというが、オーストラリアにも似た話がある。他の地方で
はどうか。

　●☆「鼈と雷」1914.4,8,12、1915.4
23．天気を占うこと　1914.4.25　１本（熊楠１本）
　　新年にその年の天候を占う話が日本と中国にあるが、他にもあるか。
　●「水量をもって年の豊倹を占うこと」1916.6
24．ドルイド教の現代の擁護者　1914.11.21　３本
　　  イギリスかアイルランドにドルイド教の擁護者がいたはずだが、名前を忘れてしまったので教えてほし
い。

25．お歯黒　1914.12.12　なし
　　ロシアにもお歯黒の習慣があるらしいが、染めるのに使う調剤を教えてほしい。
　●「涅歯について」1908.9
26．「竜燈」　1915.9.25　なし
　　きまった夜に水辺からあらわれて木に灯る「竜燈」は他国にもあるのか。
　●「竜燈について」1916.12
27．寝ている人を起こす方法  1915.12.4　４本
　　漢訳仏典に貴人を起こす方法が挙げられているが、他国にもあるか。
　●☆「鳥を食うて王になった話」1922
28．燐光を放つ蜘蛛　1916.4.1　なし
　　日本や中国では燐光を放つ蜘蛛がいると信じられているが、ほかに記録はないか。
29．米で馬を洗うこと　1916.4.8　なし
　　白米城の民話は日本や中国以外にもあるか。
　●「白米城の話」1916.8　●「白米城」1917.8　●「馬に関する民俗と伝説」1918
30．トンボ　1916.4.22　なし　＊のちに類題をノートとして投稿したものにリプライが付いている
　　トンボを英語でドラゴン・フライというのはなぜか。
　●「馬に関する民俗と伝説」1918
31．オオアリクイと亀　1919.5　１本
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　　  亀が飢餓に強いのは中国などでも知られているが、ブラジルのオオアリクイはもっと耐えるというのは
本当か。

32．教会が穀物の種を貸し出すこと　1920.1　なし
　　ヨーロッパには飢饉の際に穀物の種を貸し出す教会があるというが、詳細が知りたい。
33．猿酒　1920.6.12　２本（熊楠１本）
　　猿が酒をつくるという話は日本以外にもあるか。
　●「猴に関する民俗と伝説」1920.5,11
34．「大酒飲み」　1920.9.11　１本
　　ヤシ酒を好み、「大酒飲み」と呼ばれる動物は何か。
35．「紀元前」を意味するＢＣ　1920.11.20　なし
　　この略語が、英語の文献に最初にあらわれたのはいつか。
36．雪虫　1920.11.27　なし
　　  アルプスや中国、日本には雪や氷の中にすむ虫についての記録があるが、このうちアルプスの詳細が知
りたい。

37．フォスコットの乙女たち　1920.12.4　なし
　　ピープスの『日記』のフォスコットの乙女たちは、何年に生まれたとされているのか。
38．サクランボを食べることについての諺　1921.3.5　１本
　　「殿様たちとサクランボを食べると、種が当たって眼が飛び出る」という諺について詳細が知りたい。
39．コルシカの軍用犬――鶏の島　1921.5.14　なし
　　中国文献にあるコルシカの軍用犬についての情報の出所は何か。
　●「犬に関する民俗と伝説」1922.2
40．ムカデ　1921.5.21　なし
　　日本や中国ではムカデを神聖である、あるいは幸運のしるしとみなすことがあるが、他でもあるか。
　●「本邦における動物崇拝」1910.11
41．「イカリソウ」  1923.10.20　２本
　　イカリソウは、なぜ英語では「実のならない草」と呼ばれているのか。
42．義眼  1924.5.24　なし
　　中国では九世紀には義眼が発明されていたが、ヨーロッパではいつか。
　●「入れ目」1924.5.1
43．ガネーシャ――象と鼠  1924.5.24　２本（うち熊楠２本）
　　  インドのガネーシャは鼠を眷属とする、あるいは罰するとされる。中国では象は鼠を恐れるとするが、

類例はないか。
　●「鼠に関する民俗と信念」1924.1
44．馬と水牛  1924.12.13　なし
　　インドでは馬と水牛が反発しあうとされるが、他でも言われるか。
45．鳥の雌雄　1925.4.4　なし
　　中国の例を挙げた上で、鳥の雌雄を見分けるのに性器や性行動を観察する以外の方法があるかと質問。
46．ミイラ取り　1925.6.13　なし
　　後藤梨春『紅毛談』に出ている、インドの乾燥地で行き倒れてミイラになってしまう話の原典は何か。
　●「ミイラについて」1926.9.30
47．首なし馬　1925.6.20　なし
　　首のない馬の幽霊が人間を伴わずにあらわれる例がヨーロッパにもあるか。
　●「馬に関する民俗と伝説」1918
48．神秘的な像　1925.6.20　11 本（熊楠２本）
　　鑑賞者を追いかけてくるように動く肖像画／像の例を知りたい。またその仕組みの説明も。
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七
七

49．  指の爪による予言　1925.7.25  ４本
　　爪にできる白い斑文を日本やカンボジアでは吉兆／凶兆とするが、ヨーロッパでもあるか。
50．鳥が火事をおこす　1925.11.7　なし
　●「牛王の名義と烏の俗信」1916.10　●「戦争に使われた動物」1916.12
51．紋章におけるヤドリギ　1925.11.21　２本
　　日本では紋章にヤドリギを使うが、ヨーロッパでもあるか。
52．フォークロア――盗まれるとよく繁茂する植物　1926.10.9　なし
　　和歌山ではネギの一種などは盗んで植えるとよく育つと言うが、ヨーロッパでも類例はないか。
53．牡鹿と蛇　1927.5.28　１本
　　鹿が蛇を食べることについてのヨーロッパの比喩表現を質問。
54．「指金」　1928.3.24　なし
　　日本には女の子の指を細くするためにはめる「指金」があったが、他国にもあるか。
　●「指かね」1928.2,4,7
55．フォークロア――仔を連れて川を渡る母虎　1928.5.12　５本（熊楠１本）
　　  日本には、凶暴な仔とおとなしい仔を連れた母虎が川を渡るにはどうしたらいいかという問題があるが、
類例はないか。

　●☆「虎の子渡し」執筆年不詳
56．フグの看板　1928.7.21　なし
　　欧米では生牡蠣の店にハリセンボンの看板がかけられるが、その意味は何か。
57．「燐光の観察」　1929.4.6　１本
　　プリニウスの「燐光の観察」はボーン・クラシカル・ライブラリー版では省略されているのか。
58．濾石　1929.4.27　１本
　　江戸時代にオランダからもたらされた濾石の歴史や性質を知りたい。
59．ライチョウに関する中世の記述　1929.9.7　１本
　　  ライチョウについての記録は 13 世紀フランスの文献にあるのが最古か。また堕落する鳥と書かれてい
るのは本当か。

60．盗癖に効く薬　1929.10.19　なし
　　  名医が盗癖に効く薬として、せきが出るようになる薬を渡したという日本の民話を紹介し、類話を求め
る。

61．トゲがなくなった植物　1930.5.17　２本
　　イタリアや日本には聖人が触れたりしたことでトゲがなくなった茨や柊の伝説があるが、他にもないか。
62．驚異的な記憶力　1930.5.24　５本
　　  中国と日本には、染物屋の注文控え帖が焼けてしまったのを、驚異的な記憶力で復元したというような
話がある。類話がないか。

　●未発表草稿「失うた帳面を記憶力で書き復した人」
63．パウローニアという名のオランダ王女　1930.12.13　１本
　　桐の学名のもととなったオランダ王女について詳細が知りたい。
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一
九
〇
七
年
四
月
二
八
日
に
投
稿
し
た
「
牛
乳
の
血
」
な
ど
七
本
が
わ
か
っ
て
い

る
が
、
草
稿
も
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
内
容
は
不
明
で
あ
る（
15
）。

掲
載
さ
れ
た
ク
エ
リ
ー
六
三
本
の
内
容
を
見
る
と
、
お
お
よ
そ
二
つ
の
質
問
傾

向
が
確
認
さ
れ
る
。
第
一
は
、
日
本
や
中
国
の
民
話
、
伝
説
、
民
俗
、
風
習
を
示

し
、
似
た
よ
う
な
事
例
が
欧
米
（
あ
る
い
は
世
界
）
に
な
い
か
質
問
す
る
も
の
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
7
「
嫉
妬
の
水
」
で
日
本
と
中
国
の
、
嫉
妬
深
い
妻
が
水
神

に
な
っ
た
と
い
う
民
話
の
類
話
を
西
洋
に
求
め
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
あ
る
い

は
、25
「
お
歯
黒
」
の
よ
う
に
、日
本
の
お
歯
黒
に
似
た
習
慣
が
ロ
シ
ア
に
も
あ
っ

た
と
の
記
述
を
何
か
の
本
で
見
か
け
、
よ
り
詳
し
い
情
報
を
求
め
た
例
も
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
熊
楠
が
日

本
と
中
国
を
基
盤
に
据
え
つ
つ
、
全
世
界
的
な
視
野
で
民
俗
学
研
究
を
行
っ
て
い

た
こ
と
と
ピ
ッ
タ
リ
適
合
す
る
。
世
界
各
地
の
民
話
や
風
俗
習
慣
か
ら
似
た
よ
う

な
事
例
を
見
出
し
、
羅
列
・
比
較
す
る
の
が
熊
楠
の
民
俗
学
研
究
の
方
法
で
あ
っ

た（
16
）。

第
二
が
、
30
「
ト
ン
ボ
」
で
、
英
語
で
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
と
い
う
の
は
な
ぜ
か

と
い
う
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
／
西
洋
の
こ
と
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
質
問
す
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。
し
か
し
、「
ト
ン
ボ
」
の
場
合
で
も
、
竜
の
皮
か
ら
ト
ン
ボ
が
生
ま
れ

た
と
い
う
中
国
の
民
話
に
言
及
し
て
お
り
、
そ
の
背
後
に
比
較
民
俗
学
的
関
心
が

あ
っ
た
点
は
共
通
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
16
「
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
」
や
24
「
ド
ル

イ
ド
教
の
現
代
の
擁
護
者
」
な
ど
、
そ
う
で
な
い
例
も
あ
る
。

以
上
か
ら
、
熊
楠
の
ク
エ
リ
ー
は
比
較
民
俗
学
的
な
関
心
か
ら
、
西
洋
の
類
例

を
求
め
る
よ
う
な
質
問
が
多
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
熊
楠
の
ク
エ

リ
ー
に
は
東
洋
の
み
な
ら
ず
、
西
洋
の
例
も
示
し
た
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
も
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
、
所
蔵
す
る
洋
書
を
調
査
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
足
り

な
い
情
報
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

熊
楠
へ
の
リ
プ
ラ
イ

次
に
、
熊
楠
の
ク
エ
リ
ー
へ
寄
せ
ら
れ
た
リ
プ
ラ
イ
を
見
て
み
よ
う
。

リ
プ
ラ
イ
の
付
い
た
ク
エ
リ
ー
は
三
二
本
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
熊
楠
自
身
し

か
リ
プ
ラ
イ
し
て
い
な
い
も
の
は
実
質
的
に
反
応
が
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
い
だ

ろ
う
か
ら
、
誰
か
が
回
答
し
て
く
れ
た
も
の
が
三
〇
本
、
答
え
の
出
な
か
っ
た
も

の
が
三
三
本
と
な
る
。
リ
プ
ラ
イ
が
も
ら
え
た
の
は
五
割
以
下
だ
が
、こ
れ
は【
表

１
】
で
確
認
し
た
、
ク
エ
リ
ー
に
リ
プ
ラ
イ
の
付
く
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
に

な
る
。
熊
楠
の
ク
エ
リ
ー
が
特
に
回
答
し
や
す
い
、
も
し
く
は
回
答
し
に
く
い
と

い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

リ
プ
ラ
イ
が
も
っ
と
も
多
く
付
い
た
の
は
、
48
「
神
秘
的
な
像
」
で
、
一
一
本

（
う
ち
熊
楠
二
本
）
と
な
る
。
つ
づ
い
て
、
4
「
フ
ク
ロ
ウ
」
の
九
本
で
、
そ
の

ほ
か
5
「
一
枚
歯
」、
18
「
ス
コ
ロ
ペ
ン
ド
ラ
・
ケ
タ
ケ
ア
」、
27
「
寝
て
い
る
人

を
起
こ
す
方
法
」、
49
「
指
の
爪
に
よ
る
予
言
」、
62
「
驚
異
的
な
記
憶
力
」
に
反

響
が
大
き
か
っ
た
。

熊
楠
の
ク
エ
リ
ー
「
神
秘
的
な
像
」
は
、ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の
『
ス
ケ
ッ
チ
・
ブ
ッ

ク
』
か
ら
、「
使
用
人
た
ち
は
、
大
広
間
に
掛
け
ら
れ
た
戦
士
の
肖
像
画
に
、
何

か
超
自
然
的
な
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、大
広
間
の
な
か
で
は
、

ど
こ
に
動
い
て
も
、
こ
の
戦
士
の
目
が
ず
っ
と
追
い
か
け
て
く
る
の
だ
か
ら
と
使

用
人
た
ち
は
述
べ
た
」
と
い
う
一
文
を
紹
介
し
、
次
に
日
光
の
眠
り
猫
が
同
じ
よ
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七
九

う
な
特
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
さ
ら
に
ヘ
デ
ィ
ン
が
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
こ

え
て
』
で
似
た
よ
う
な
例
に
つ
い
て
、「
窓
か
ら
入
っ
て
き
た
す
き
ま
風
が
幟
を

動
か
し
た
こ
と
で
、
神
々
の
像
の
顔
の
上
の
影
が
変
化
し
、
動
い
た
よ
う
に
見
え

た
だ
け
だ
っ
た
の
だ
」
と
説
明
し
て
い
る
の
を
引
き
、「
こ
の
よ
う
な
像
の
例
は

ほ
か
に
も
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヘ
デ
ィ
ン
の
説
明
は
こ
う
し
た
働
き
の
す
べ
て
に
あ

て
は
ま
る
の
だ
ろ
う
か
」（17
）と
質
問
し
て
い
る
。

こ
れ
に
付
い
た
リ
プ
ラ
イ
を
【
表
3
】
に
示
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
例

が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
科
学
的
な
説
明
も
な
さ
れ
て
お
り
、
熊
楠
の
ク
エ
リ
ー
に

対
し
て
十
全
な
回
答
と
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
期
待
ど
お
り
の
情
報
が
得
ら
れ
た

と
言
え
よ
う
。

こ
の
ほ
か
、
詳
細
に
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
4
「
フ
ク
ロ
ウ
」、
5
「
一
枚
歯
」、

18
「
ス
コ
ロ
ペ
ン
ド
ラ
・
ケ
タ
ケ
ア
」、
27
「
寝
て
い
る
人
を
起
こ
す
方
法
」、
49

「
指
の
爪
に
よ
る
予
言
」、
62
「
驚
異
的
な
記
憶
力
」
を
見
て
も
、
リ
プ
ラ
イ
で
世

界
中
か
ら
類
例
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
熊
楠
の
狙
い
ど
お
り
の
結
果
と
な
っ
て
い

る
。イ

ギ
リ
ス
の
事
例
を
尋
ね
た
例
と
し
て
は
、【
表
4
】
に
24
「
ド
ル
イ
ド
教
の

現
代
の
擁
護
者
」
を
ま
と
め
た
。
こ
こ
で
は
「
イ
ギ
リ
ス
か
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
現

代
の
著
述
家
で
、
古
代
の
ド
ル
イ
ド
教
を
擁
護
し
た
た
め
に
世
間
の
非
難
を
浴
び

た
人
物
に
つ
い
て
、
ど
こ
か
で
読
ん
だ
の
を
覚
え
て
い
る
」（18
）の
だ
が
、
そ
の

人
物
や
本
に
つ
い
て
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
詳
細
を
教
え
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い

る
。こ
れ
に
は
一
二
月
五
日
号
で
同
時
に
三
人
か
ら
リ
プ
ラ
イ
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、

内
容
は
二
種
類
に
分
か
れ
、「
半
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
投
稿

者
か
ら
は
パ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
博
士
で
あ
る
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
サ
ル
モ
ン
か
ら
は

プ
ラ
イ
ス
博
士
で
あ
る
と
回
答
さ
れ
た
。
さ
ら
に
編
集
部
か
ら
も
注
記
が
付
き
、

一
九
一
一
年
に
誌
面
で
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
「
プ
ラ
イ
ス
博
士
、
ド
ル
イ
ド
僧
」

を
参
照
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
回
答
が
割
れ
た
の
は
、
一
九
世
紀
イ
ギ
リ

ス
で
ド
ル
イ
ド
に
傾
倒
す
る
人
物
が
少
な
く
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
と
は

い
え
、
熊
楠
の
要
求
に
き
ち
ん
と
応
え
た
情
報
提
供
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
事
実

で
あ
る
。

な
お
、
全
体
的
に
見
る
と
、
多
く
の
リ
プ
ラ
イ
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
お
お

む
ね
充
実
し
た
情
報
が
得
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
16
「
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
」
の

よ
う
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ピ
ー
ト
が
「
翻
訳
者
は
ト
マ
ス
・
タ
イ
ラ
ー
で
、

一
八
二
七
年
版
は
、
一
七
九
四
年
版
に
出
た
『
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
』
の
リ
プ
リ
ン

ト
で
あ
る
」（19
）と
回
答
し
た
よ
う
に
、
一
本
の
リ
プ
ラ
イ
で
す
っ
き
り
解
決
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。

で
は
、
逆
に
リ
プ
ラ
イ
の
出
な
い
ク
エ
リ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

か
。
ま
ず
、
7
「
嫉
妬
の
水
」、
17
「
入
れ
か
わ
っ
た
魂
」、
29
「
米
で
馬
を
洗
う

こ
と
」、
40
「
ム
カ
デ
」
な
ど
、
日
本
や
中
国
の
民
話
や
俗
信
に
関
し
て
他
地
域

の
例
を
求
め
た
ク
エ
リ
ー
の
場
合
は
、
類
話
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
熊
楠
が
手
元
の
洋
書
類
で
探
し
て
も
出
て
こ
な

か
っ
た
件
を
尋
ね
て
い
る
の
だ
か
ら
、
無
理
も
な
い
。
と
は
い
え
、
熊
楠
に
と
っ

て
は
類
例
が
「
な
い
」
と
い
う
の
も
ひ
と
つ
の
収
穫
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
、
25
「
お
歯
黒
」、
39
「
コ
ル
シ
カ
の
軍
用
犬
」
の
よ
う
に
、
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
情
報
を
求
め
た
も
の
も
リ
プ
ラ
イ
が
出
に
く
い
よ
う
だ
。

ち
な
み
に
、
熊
楠
は
ク
エ
リ
ー
に
リ
プ
ラ
イ
が
返
っ
て
く
る
か
気
に
し
て
い
た

よ
う
で
、
日
記
に
ま
め
に
記
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
九
二
五
年
九
月
一
四
日
の
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【表３　「神秘的な像」に付いたリプライ】
クエリー　南方熊楠　1925.6.20
① A. H. Cooper-Prichard　1925.7.11
　ヨーロッパ各地に、同じような、見る者を見つめてくるとされる肖像画がある。
② C. Nelson Stewart　1925.7.11
　吸血鬼を描いた肖像画にそうしたものがある。
③ Montague Summers　1925.8.1
　アンコーナには目を動かすマリア像があった。カトリック圏には同様の像がたくさんある。
④ A. S. E. Ackermann　1925.8.1
　  出版予定の自著でも扱うつもりだが、そうした現象には何のトリックも神秘もなく、鑑賞者自身の鼻が邪
魔しなければ、描かれている人物がこちらを目で追ってくるように見えるだけだ。目の開閉は、網膜に映っ
た残像のせいではないか。
⑤ Herbert Maxwell　1925.8.1
　  絵のモデルとなった人物が画家をまっすぐ見つめる位置をとって描かれた場合には、鑑賞者の立つ場所に
よらず、見つめられているように見える。
⑥ H. Prosser Chanter　1925.8.1
　  そうした像には宗教的な意味合いがあり、クリスマスなどにはしばしば、雑誌に絵が出たり、店頭に飾ら
れたりする。
⑦ L. R. M. Strachan

　  ドイツの雑誌に出たラグーザのフランシスコ会の教会の写真に、目が動く木製の聖母マリア像が写ってい
る。
⑧ E. St. John Brooks　1925.8.22
　  オックスフォードに同様の絵があり、『オックスフォードシャー誌』ではアッカーマン氏と同じような説
明がされている。
⑨ A. H. Cooper-Prichard　1925.9.19
　  画家たちもこうした効果についてはよく知っていたはずだ。また、紙を顔のかたちに切り抜き、夜、ラン
タンを使って影絵にする遊びが、私が子どもの頃にいたカリブ海地域で行われていた。
⑩南方熊楠  1925.9.19
　  プリニウスに出ているミネルヴァ像が最古の例。９世紀中国には目を開けたり閉じたりするように見える
肖像画を描く術があった。
⑪南方熊楠　1928.5.12
　  京都の真如堂で蝦蟇仙人の像の目が動くようになったことがあったが、結局のところ、眉の部分に貼られ
ていた布がはがれかけ、瞳の前に垂れ下がっていたためだとわかった。

【表４　「ドルイド教の現代の擁護者」に付いたリプライ】
クエリー　南方熊楠　1914.11.21
① Half-Welshman　1914.12.5
　19 世紀に著作のなかで『ウェールズのドルイドの長』と自称したパン・ジョーンズ博士である。
② H. H. Johnson　1914.12.5
　  ウェールズの医師プライス博士が、19 世紀後半、息子が死んだときに丘でドルイド教の儀式を行ったとい
う。
③ David Salmon　1914.12.5
　プライス博士。「ウェールズの大ドルイド僧」と自称した。
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ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
？

八
一

来
信
欄
に
は
、「
ノ
ー
ツ
エ
ン
ト
キ
ー
リ
ス
八
月
十
五
日
分　

英
国　

状
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Strachan
の
眼
動
く
像
に
対
す
る
答
え
出
づ
」
と
あ
る
。

四　

邦
文
論
考
と
の
関
係

邦
文
論
考
と
の
関
係
に
進
も
う
。【
表
2
】
に
は
関
連
の
邦
文
論
考
を
●
で
示

し
た
。
た
だ
し
、
熊
楠
は
ひ
と
つ
の
論
考
の
な
か
で
多
様
な
テ
ー
マ
や
材
料
を
扱

う
こ
と
が
多
く
、ま
た
論
旨
も
散
漫
で
脱
線
し
が
ち
な
た
め
、英
文
と
邦
文
で
ピ
ッ

タ
リ
一
致
す
る
よ
う
な
論
考
は
稀
で
あ
る
。
共
通
の
要
素
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点

で
判
断
し
た
。
ク
エ
リ
ー
の
う
ち
三
〇
本
に
は
、
何
ら
か
の
形
で
邦
文
の
関
連
論

考
（
総
数
三
四
本
）
が
あ
る
。
リ
プ
ラ
イ
が
付
い
た
も
の
に
限
れ
ば
、
ク
エ
リ
ー

一
二
本
に
対
し
て
邦
文
論
考
一
二
本
と
な
る
。

邦
文
三
四
本
の
う
ち
、
英
文
が
邦
文
に
先
ん
じ
て
書
か
れ
た
も
の
は
二
二
本
、

ほ
ぼ
同
時
（
前
後
一
ヶ
月
程
度
。
掲
載
時
期
か
ら
推
定
）
は
五
本
、
英
文
が
邦
文

よ
り
後
は
四
本
、
不
明
が
一
本
で
あ
る
。
英
文
↓
邦
文
の
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
熊
楠
と
し
て
は
、
英
語
で
書
い
た
も
の
を
日
本
向
け
に
直
し
て
発

表
す
る
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
早
い
邦
文
は
、
一
九
一
〇
年
九
月
二
四
〜
二
七
日
の
『
牟
婁
新
報
』

に
出
た
「
人
魚
の
話
」
で
、
一
八
九
九
年
に
書
い
た
2
「
セ
イ
ウ
チ
」
が
使
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
は
英
文
↓
邦
文
ば
か
り
と
な
る
。

英
文
と
邦
文
が
並
行
し
て
執
筆
さ
れ
た
例
は
、一
九
一
四
年
一
月
の
21「
デ
ィ
ー

ド
ー
の
土
地
購
入
」
が
最
初
で
、そ
れ
か
ら
22
「
亀
と
雷
」、33
「
猿
酒
」、42
「
義

眼
」、
47
「
首
な
し
馬
」、
54
「
指
金
」
と
な
る
。

邦
文
の
が
早
い
例
は
、
一
九
一
四
年
一
二
月
の
25
「
お
歯
黒
」
が
最
初
で
、
そ

れ
か
ら
40
「
ム
カ
デ
」、
43
「
ガ
ネ
ー
シ
ャ

―
象
と
鼠
」、
50
「
鳥
が
火
事
を
お

こ
す
」
と
な
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
一
九
一
四
年
ま
で
は
英
文
↓
邦
文
の
意
識
が
高
く
、
邦
文
と
英

文
の
並
行
執
筆
な
い
し
は
邦
文
↓
英
文
と
い
う
発
想
は
、
い
ず
れ
も
一
九
一
四
年

に
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
（
ク
エ
リ
ー
に
関
し
て
は
、
だ
が
）、
こ
の
時

期
に
英
語
論
考
と
邦
文
論
考
の
位
置
づ
け
や
意
味
合
い
が
変
化
し
た
可
能
性
が
指

摘
で
き
る
。
た
だ
し
、
時
期
的
な
偏
り
が
あ
り
、
一
九
一
四
年
と
、
一
九
二
四
〜

二
五
年
に
同
時
並
行
な
い
し
は
邦
文
が
先
ん
じ
る
傾
向
が
強
い
。
一
九
二
四
〜

二
五
年
に
つ
い
て
は
松
居
竜
五
も
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
英
文
と
邦
文
で

同
内
容
の
論
文
が
ほ
ぼ
同
時
に
執
筆
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る（
20
）。
と
く

に
一
九
二
四
〜
二
六
年
の
『
日
本
及
日
本
人
』
に
出
た
論
考
に
は
、
英
文
論
考
と

重
複
し
た
内
容
が
多
い
。
一
九
一
四
年
は
一
七
本
、
一
九
二
四
年
は
二
五
本
、

一
九
二
五
年
は
三
二
本
と
、
も
っ
と
も
さ
か
ん
に
英
文
で
執
筆
し
て
い
た
時
期
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

五　

リ
プ
ラ
イ
の
邦
文
論
考
へ
の
利
用

最
後
に
、
熊
楠
が
リ
プ
ラ
イ
で
得
た
情
報
を
邦
文
論
考
に
ど
の
よ
う
に
利
用
し

た
か
を
確
認
し
た
い
。

関
連
の
邦
文
論
考
の
う
ち
、
リ
プ
ラ
イ
の
内
容
を
取
り
込
ん
で
書
か
れ
て
い
る

も
の
に
は
、【
表
2
】
で
☆
を
付
け
た
。
七
本
が
あ
り
、
以
下
が
一
覧
と
な
る
。（
）



志　

村　

真　

幸

八
二

内
に
は
英
文
と
邦
文
の
あ
い
だ
に
何
年
の
隔
た
り
が
あ
る
か
を
示
し
た
。
英
文
4

「
フ
ク
ロ
ウ
」
↓
邦
文
「
小
鳥
狩
に
梟
が
出
る
」（
二
四
年
）、5
「
一
枚
歯
」
↓
「
一

枚
歯

―
歯
の
生
え
た
産
れ
児
」（
一
三
年
）、
11
「
ガ
ー
ン
ジ
ー
・
リ
リ
ー
」
↓

「
石
蒜
の
話
」（
一
二
年
）、
18
「
ス
コ
ロ
ペ
ン
ド
ラ
・
ケ
タ
ケ
ア
」
↓
「
田
原
藤

太
竜
宮
入
り
の
譚
」（
三
年
）、22
「
亀
と
雷
」
↓
「
鼈
と
雷
」（
四
ヶ
月
）、27
「
寝

て
い
る
人
を
起
こ
す
方
法
」
↓
「
鳥
を
食
う
て
王
に
な
っ
た
話
」（
七
年
）、
55

「
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

―
仔
を
連
れ
て
川
を
渡
る
母
虎
」↓「
虎
の
子
渡
し
」（
不
明
）。

ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
リ
プ
ラ
イ
を
取
り
込
ん
だ
も
の
の
数
の
少
な

さ
で
あ
る
。
ク
エ
リ
ー
に
は
そ
こ
そ
こ
リ
プ
ラ
イ
が
付
き
、
ま
た
ク
エ
リ
ー
を
邦

文
に
し
た
も
の
は
そ
れ
な
り
に
数
が
あ
る
の
に
、
せ
っ
か
く
得
た
リ
プ
ラ
イ
を
あ

ま
り
使
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。

最
初
の
「
フ
ク
ロ
ウ
」
か
ら
見
て
い
こ
う
。
英
文
「
フ
ク
ロ
ウ
」
は
、

一
九
二
七
年
一
一
〜
一
二
月
の
『
彗
星
』（
二
年
一
一
、一
二
号
）
に
「
小
鳥
狩
に

梟
が
で
る
」
と
し
て
出
た
。
本
文
で
は
「
明
治
三
十
六
年
、
予
、
那
智
山
下
に
侘

し
く
暮
ら
す
う
ち
、
出
し
た
一
書
が
そ
の
歳
六
月
ロ
ン
ド
ン
発
行
の
『
ノ
ー
ツ
・

エ
ン
ド
・
キ
ー
リ
ス
』
九
輯
一
一
巻
四
六
七
頁
に
出
た
」（21
）と
し
て
「
フ
ク
ロ
ウ
」

の
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
の
だ
が
、
英
文
で
挙
げ
た
プ
ル
タ
ル
コ
ス
や
『
烏
鷺
合

戦
物
語
』
に
、
新
た
に
『
涅
槃
経
』
と
『
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
』
を
加
え
、
最
後

は
英
文
と
同
様
に
「
読
者
中
に
は
、
梟
に
紙
袋
を
き
せ
て
栖
り
木
に
止
ま
ら
せ
た

日
本
の
戯
画
を
み
た
人
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
木
菟
網
を
描
い
た
の
だ
、
と
（
巳
上

熊
楠
の
質
問
）」
と
結
ん
で
い
る
。「
巳
上
熊
楠
の
質
問
」
と
は
、
こ
れ
が
『
Ｎ
＆

Ｑ
』
誌
に
出
た
ク
エ
リ
ー
の
全
文
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
が
、も
と
の
「
フ
ク
ロ
ウ
」

に
は
『
涅
槃
経
』
や
『
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
』
は
出
て
お
ら
ず
、
実
際
に
は
後
年

見
出
し
た
情
報
を
書
き
加
え
て
い
る
。
つ
づ
い
て
リ
プ
ラ
イ
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

「
こ
れ
に
対
し
て
、『
語
源
学
的
英
語
辞
典
』
の
著
者
ス
キ
ー
ト
大
博
士
や
、
ミ
ュ

ニ
ッ
ヒ
の
マ
ク
ス
・
マ
ア
ス
博
士
や
、
博
覧
で
聞
こ
え
た
英
人
マ
ク
マ
イ
ケ
ル
氏

等
九
人
よ
り
答
文
を
獲
た
。
一
々
訳
出
は
望
む
べ
か
ら
ず
だ
か
ら
、
面
白
そ
う
な

と
こ
ろ
を
撰
集
し
て
述
べ
る
と
、
古
い
と
こ
ろ
で
は
二
世
紀
に
エ
リ
ア
ヌ
ス
が
書

い
た
『
動
物
の
天
性
』
一
巻
二
九
章
に
、
昼
間
諸
鳥
が
梟
を
嘲
る
こ
と
を
記
し
、

チ
ョ
ー
サ
ー
は
カ
ケ
ス
や
鵲
が
梟
を
嘲
る
由
を
の
べ
、沙
翁
の
『
ヘ
ン
リ
ー
六
世
』

や
、
ゲ
イ
の
『
譬
喩
譚
』
…
…
ブ
ッ
フ
ォ
ン
の
『
博
物
学
』」（
22
）と
紹
介
し
て

い
る
。
な
お
、
エ
リ
ア
ヌ
ス
は
マ
ー
ス
（『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
、
一
九
〇
三
年
六
月

二
七
日
号
、
五
一
八
頁
）、『
ヘ
ン
リ
ー
六
世
』
は
ス
キ
ー
ト
（
同
、
五
一
七
頁
）、

ゲ
イ
は
ホ
イ
ー
ラ
ー
（
同
、
五
一
七
〜
五
一
八
頁
）、
ブ
ッ
フ
ォ
ン
は
セ
ン
ト
・

ス
ウ
ィ
シ
ン
（
同
年
八
月
八
日
号
、
一
一
三
〜
一
一
四
頁
）
が
紹
介
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
九
本
と
い
う
リ
プ
ラ
イ
の
数
も
正
し
い
し
、
か
な
り
詳
細
に
リ
プ
ラ
イ

の
内
容
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。索
引
な
ど
使
い
つ
つ
、所
蔵
す
る
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
丹
念
に
当
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、「
フ
ク
ロ
ウ
」
か
ら
「
小
鳥
狩
に
梟
が
で
る
」
ま
で
に
二
四
年
も
の

年
月
が
た
っ
て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。
熊
楠
が
一
九
〇
三
年
に
「
フ
ク
ロ
ウ
」

を
質
問
し
た
と
き
、
邦
文
で
の
執
筆
に
利
用
し
よ
う
と
の
意
図
が
あ
っ
た
と
は
と

て
も
考
え
ら
れ
な
い
。

二
番
目
の
「
一
枚
歯
」
も
、
邦
文
論
考
「
一
枚
歯

―
歯
が
生
え
た
産
れ
児
」

に
し
た
の
は
一
九
一
六
年
に
な
っ
て
か
ら
で
、「
予
こ
れ
ら
諸
例
を
萃
め
て
、
か

か
る
こ
と
実
際
世
に
あ
り
や
と
問
い
を
出
せ
し
に
（
拙
文
“Sin

gle T
o

o
th

”, 

N
otes and Q

ueries, 9th ser.xi, p.488 London, 1903

）、
わ
ず
か
に
三
答
を
得



南
方
熊
楠
は
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
？

八
三

た
」（23
）と
し
て
、
ベ
ン
ズ
リ
ー
、
モ
ー
ガ
ン
、
フ
ォ
ー
シ
ョ
ウ
か
ら
の
リ
プ
ラ

イ
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
も
一
三
年
も
の
間
が
開

い
て
い
る
。

ほ
か
の
例
を
見
て
も
、七
件
中
六
件
ま
で
は
数
年
〜
二
〇
年
以
上
の
間
が
あ
り
、

熊
楠
が
邦
文
論
考
へ
の
利
用
を
目
的
に
ク
エ
リ
ー
を
出
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
。

リ
プ
ラ
イ
を
取
り
込
ん
で
い
る
邦
文
論
考
の
う
ち
、
英
文
か
ら
間
を
置
か
ず
し

て
執
筆
さ
れ
た
の
は
、「
亀
と
雷
」↓「
鼈
と
雷
」の
わ
ず
か
一
本
に
す
ぎ
な
い（【
表

5
】）。
邦
文
「
鼈
と
雷
」
は
、
一
九
一
四
年
四
月
の
『
人
類
学
雑
誌
』（
二
九
巻

四
号
）
に
最
初
の
一
本
が
掲
載
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
次
々
と
投
稿
さ
れ
、
計

四
本
が
出
た
。
最
初
の
一
本
は
、
英
文
の
ク
エ
リ
ー
「
亀
と
雷
」
と
、
四
月
二
五

日
号
に
出
た
熊
楠
自
身
に
よ
る
リ
プ
ラ
イ
「
亀
と
雷
」
の
二
本
を
ま
と
め
た
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
つ
づ
く
「
鼈
と
雷
」
二
〜
四
本
目
は
、『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
出
た

他
の
投
稿
者
に
よ
る
リ
プ
ラ
イ
を
追
補
と
し
て
紹
介
し
た
も
の
だ
っ
た
。
二
本
目

は
、
同
年
八
月
の
『
人
類
学
雑
誌
』
二
九
巻
八
号
に
「『
人
類
学
雑
誌
』
二
九
巻

四
号
一
六
〇
頁
の
拙
文
を
英
訳
し
て
、『
ノ
ー
ツ
・
エ
ン
ド
・
キ
ー
リ
ス
』
へ
出

し
た
と
こ
ろ
、
今
年
四
月
二
十
五
日
の
同
誌
三
三
五
頁
に
、
ノ
ル
ウ
ィ
ッ
チ
の
ヒ

ブ
ゲ
ー
ム
な
る
人
応
え
て
い
わ
く
。
米
国
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
黒
人
お
よ
び
多
少

の
白
人
も
、
鼈
が
物
に
咋
い
つ
く
と
雷
が
鳴
ら
ね
ば
放
さ
ぬ
、
と
信
ず
」（24
）と

ヒ
ブ
ゲ
ー
ム
の
リ
プ
ラ
イ
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
日
本
語
に
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
ヒ

ブ
ゲ
ー
ム
と
熊
楠
の
リ
プ
ラ
イ
は
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
四
月
二
五
日
号
に
並
ん
で
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
熊
楠
が
リ
プ
ラ
イ
を
投
稿
し
た
の
は
三
月
二
五
日
で
、
邦
文
で

ズ
レ
て
し
ま
う
の
は
当
然
の
こ
と
に
な
る
。な
お
、日
本
か
ら
熊
楠
が
投
稿
し
、『
Ｎ

【表５　「亀と雷」に付いたリプライ】
クエリー　南方熊楠　1914.4.4
① Frederick T. Hibgame　1914.4.25
　  ヴァージニア州の俗信で、亀は噛み付くと、雷が鳴るまで離さないとされる。蛇は雷が鳴っている間は毒
を注入できない。
②南方熊楠　1914.4.25
　  グベルナティス『動物神話学』によれば、ギリシャ神話で亀と雷が結び付けられている。
③ Edward Bensly　1914.9.12
　  オルコットの著作に少年が罵り言葉として「サンダー・タートルズ！」と叫んだ例がある。語呂のせいか、
意味があるのかは不明。
④ H. H. Johnson  1915.1.16
　  アメリカのアルゴンキン族、ペルシャに類例がある。
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＆
Ｑ
』
誌
に
掲
載
さ
れ
、
さ
ら
に
熊
楠
の
手
元
に
届
く
の
に
は
二
ヶ
月
半
ほ
ど
か

か
っ
た
。
一
二
月
の
二
九
巻
一
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
邦
文
の
三
本
目
で
は
、「
も

と
南
濠
州
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
古
文
学
教
授
だ
っ
た
ベ
ン
ス
リ
ー
氏
よ
り
教
示
に
、

米
国
の
ル
イ
サ
・
メ
イ
・
オ
ー
ル
コ
ッ
ト
女
史
の
一
著
（
た
ぶ
ん
一
八
七
一
年
に

出
た
『
リ
ツ
ル
・
メ
ン
』）
に
、
誓
言
を
好
む
童
子
み
ず
か
ら
悪
詞
を
用
う
る
を

止
め
ん
と
て
、
そ
の
代
に
雷
鼈
と
い
う
語
を
用
い
出
す
こ
と
あ
り
…
…
」（25
）と

書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
年
四
月
の
三
〇
巻
四
号
に
出
た
四
本
目
で
は
、「
鼈

と
雷
に
関
し
て
『
ノ
ー
ツ
・
エ
ン
ド
・
キ
ー
リ
ス
』
に
出
し
た
予
の
疑
問
に
対
し
、

一
月
十
六
日
の
か
の
誌
五
二
頁
に
エ
チ
・
エ
チ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
答
え
て
い
わ
く
、

ペ
ル
シ
ア
語
で
亀
を
サ
ン
グ
・
ブ
ッ
シ
ュ
（
石
の
背
）
と
言
う
。
諸
国
に
石
や
燧

石
や
石
鏃
を
雷
の
記
標
と
す
る
民
族
が
多
い
。よ
っ
て
こ
れ
ら
の
意
味
が
雷
と
亀
・

鼈
と
密
に
相
か
か
わ
る
と
い
う
信
念
を
生
ぜ
し
め
た
の
だ
ろ
う
、
と
」（26
）と
し

て
い
る
。
リ
プ
ラ
イ
が
出
る
ご
と
に
追
補
を
書
き
送
っ
て
お
り
、
内
容
や
人
名
に

も
ミ
ス
が
な
い
。

こ
の
よ
う
に
リ
プ
ラ
イ
を
用
い
れ
ば
、
邦
文
論
考
の
情
報
量
を
豊
か
に
し
、
内

容
的
に
も
深
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
熊
楠
に
そ
う
し

た
意
志
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
、
実
際
に
は
こ
れ
一
回
に
留
ま
っ
た
。

リ
プ
ラ
イ
の
も
っ
と
も
多
く
付
い
た
48
「
神
秘
的
な
像
」
に
つ
い
て
も
取
り
上

げ
て
お
き
た
い
。
熊
楠
は
こ
れ
を
邦
文
論
考
に
し
て
い
な
い
。
リ
プ
ラ
イ
を
利
用

す
る
ど
こ
ろ
か
、
自
身
が
ク
エ
リ
ー
で
列
記
し
た
事
例
を
ま
と
め
る
こ
と
も
な

か
っ
た
。
た
だ
し
、
一
九
二
五
年
一
二
月
三
日
付
の
上
松
蓊
宛
書
簡
で
、「
日
本

で
は
一
向
聞
こ
え
ぬ
が
今
年
夏
小
生
一
問
題
を
同
誌
に
出
し
種
々
と
論
戦
出
で
に

ぎ
わ
い
申
し
候
。
そ
れ
は
日
光
の
左
甚
五
郎
の
眠
猫
像
で
、他
に
も
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ア
ー
ビ
ン
グ
の
『
ス
ケ
ッ
チ
・
ブ
ッ
ク
』
に
出
た
十
字
軍
の
騎
士
、
ま
た
ス
ヴ
ェ

ン
・
ヘ
ジ
ン
が
チ
ベ
ッ
ト
で
見
た
天
部
諸
像
な
ど
の
例
あ
り
、
ど
こ
か
ら
見
て
も

見
る
人
の
顔
を
見
る
画
ま
た
は
彫
像
な
り
。
…
…
そ
れ
に
付
い
て
ロ
ン
ド
ン
の
日

本
大
使
館
に
出
入
す
る
ス
チ
ュ
ア
ル
ト
と
か
い
う
人
の
説
に
は
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
寺

に
（
こ
と
に
ロ
ー
マ
に
）
久
し
く
み
つ
め
お
る
と
眼
を
開
い
た
り
ふ
さ
い
だ
り
す

る
マ
ド
ン
ナ
像
の
画
が
多
く
あ
り
…
…
」（27
）と
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
眠

猫
、
ア
ー
ビ
ン
グ
、
ヘ
ジ
ン
は
熊
楠
が
ク
エ
リ
ー
で
挙
げ
た
も
の
で
、
マ
ド
ン
ナ

像
に
つ
い
て
の
箇
所
が
リ
プ
ラ
イ
で
得
た
情
報
と
な
る
。
た
だ
し
、「
ス
チ
ュ
ア

ル
ト
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
熊
楠
の
間
違
い
で
、こ
れ
は
ク
ー
パ
ー
・
プ
リ
チ
ャ
ー

ド
の
リ
プ
ラ
イ
で
あ
る（
28
）。
ネ
ル
ソ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
論
考
は
そ
の
次
に

載
っ
て
お
り
、
吸
血
鬼
を
描
い
た
肖
像
画
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
き
ち
ん
と
誌

面
を
確
認
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
個
人
的
な
書
簡
と
は
い
え
、
雑
な
仕
事
を
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
見
る
と
、
熊
楠
に
は
邦
文
論
考
執
筆
の
た
め
の
情
報
収
集
の

意
図
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
て
く
る
。と
は
い
え
、ま
っ
た
く
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
、た
と
え
ば
39「
コ
ル
シ
カ
の
軍
用
犬

―
鶏
の
島
」は
、

中
国
の
『
大
清
一
統
志
』
か
ら
、「「
意
大
里
亜
（
イ
タ
リ
ア
）
に
は
、
有
名
な
三

つ
の
島
が
あ
る
。
…
…
ひ
と
つ
は
哥
而
西
加
（
コ
ル
シ
カ
）
と
呼
ば
れ
、
全
部
で

三
三
の
城
が
あ
り
、
優
れ
た
闘
犬
を
産
す
る
。
ど
の
犬
も
一
頭
が
一
人
の
騎
兵
に

匹
敵
す
る
の
で
、
こ
の
島
の
人
々
は
一
騎
ご
と
に
一
頭
の
イ
ヌ
を
配
置
す
る
と
い

う
戦
術
を
と
る
。
そ
し
て
時
に
は
、
騎
兵
よ
り
犬
の
ほ
う
が
よ
く
戦
う
こ
と
も
あ

る
。
熱
奴
亜
（
ジ
ェ
ノ
ア
）
の
近
く
に
は
、
鶏
島
が
あ
り
、
島
中
に
鶏
が
生
息
し
、

誰
か
に
飼
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
繁
殖
し
て
い
る
が
、
野
生
の
鶏
と
は
明
ら



南
方
熊
楠
は
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
？

八
五

か
に
異
な
っ
て
い
る
」と
引
用
し
て
、「
言
葉
の
使
わ
れ
方
か
ら
す
る
と
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
書
物
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
ど
な
た
か
ご
教
示
い
た
だ
け

な
い
だ
ろ
う
か
」（29
）
と
尋
ね
る
ク
エ
リ
ー
で
あ
っ
た
。『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
の

一
九
二
一
年
五
月
一
四
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
の
だ
が
、
ち
ょ
う
ど
熊
楠
が
『
十
二

支
考
』
を
毎
年
執
筆
し
て
い
た
時
期
（
一
九
二
一
年
は
酉
年
、
一
九
二
二
年
は
戌

年
）
で
、
前
半
部
分
は
戌
年
に
、
後
半
部
分
は
酉
年
の
原
稿
に
利
用
し
よ
う
と
し

た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
リ
プ
ラ
イ
は
出
ず
、
結
局
「
犬
に
関
す
る
民
俗
と

伝
説
」
で
、「
そ
の
こ
ろ
の
西
洋
地
理
書
か
ら
訳
出
し
た
も
の
ら
し
い
が
、
欧
州

の
博
識
連
へ
聞
き
合
わ
し
た
る
も
今
に
所
拠
が
知
れ
ぬ
」（30
）と
述
べ
て
い
る
。
現

在
で
は
、こ
れ
は
一
七
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
ジ
ュ
リ
オ
ス
・
ア
レ
ー
ニ
（
艾

儒
略
）
が
一
六
二
三
年
に
中
国
語
で
著
し
た
世
界
地
理
書
『
職
方
外
紀
』
か
ら
取

ら
れ
た
も
の
と
判
明
し
て
い
る（
31
）。

17「
入
れ
か
わ
っ
た
魂
」も
同
様
で
、一
九
一
四
年
七
月
の『
人
類
学
雑
誌
』（
二
九

巻
七
号
）
に
発
表
し
た
「
睡
人
お
よ
び
死
人
の
魂
入
れ
替
わ
り
し
譚
」
で
、

「
一
九
一
二
年
十
一
月
三
十
日
の
『
ノ
ー
ツ
・
エ
ン
ド
・
キ
ー
リ
ス
』
に
出
だ
し
、

西
洋
に
も
か
か
る
譚
あ
り
や
と
問
い
し
も
、
一
答
だ
に
出
で
ざ
り
し
。
た
だ
し
、

支
那
に
類
話
あ
る
を
近
日
自
分
見
出
し
た
れ
ば
こ
こ
に
掲
ぐ
」（32
）と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
も
ク
エ
リ
ー
投
稿
か
ら
は
一
年
半
ほ
ど
間
が
開
い
て
お
り
、
ま
た

中
国
の
類
話
が
見
つ
か
っ
た
の
で
書
い
た
と
述
べ
て
い
る
点
か
ら
す
る
と
、
邦
文

執
筆
を
目
的
と
し
た
問
い
あ
わ
せ
だ
っ
た
か
は
、ど
う
も
怪
し
い
。
そ
の
ほ
か「
竜

燈
」
や
「
ミ
イ
ラ
取
り
」
も
邦
文
論
考
執
筆
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
の
、
リ
プ

ラ
イ
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。

や
や
話
は
ズ
レ
る
が
、
邦
文
が
先
に
書
か
れ
、
後
に
同
内
容
の
ク
エ
リ
ー
が
出

た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
執
筆
年
の
隔
た
り
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
邦
文
「
涅
歯
に

つ
い
て
」
↓
英
文
25
「
お
歯
黒
」（
六
年
）、「
本
邦
に
お
け
る
動
物
崇
拝
」
↓
40
「
ム

カ
デ
」（
一
一
年
）、「
鼠
に
関
す
る
民
俗
と
信
念
」
↓
43
「
ガ
ネ
ー
シ
ャ

―
象

と
鼠
」（
四
ヶ
月
）、「
牛
王
の
名
義
と
鳥
の
俗
信
」
↓
50
「
鳥
が
火
事
を
お
こ
す
」

（
九
年
）。
こ
ち
ら
も
接
近
し
て
書
か
れ
た
の
は
「
鼠
に
関
す
る
民
俗
と
信
念
」
↓

「
ガ
ネ
ー
シ
ャ

―
象
と
鼠
」
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
邦
文
で
書
い
て
い
て
疑
問

に
思
っ
た
こ
と
、
足
り
な
い
情
報
に
つ
い
て
、
す
ぐ
さ
ま
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
問
い

合
わ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
熊
楠
に
お
い
て
、
英
文
と
邦
文
の
関
係
性

は
き
わ
め
て
薄
弱
だ
っ
た
よ
う
だ
。

も
う
ひ
と
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
邦
文
に
直
さ
れ
た
英
文
に
は
時
期
的

な
偏
り
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
邦
文
「
小
鳥
狩
に
梟
が
出
る
」「
一
枚
歯

―

歯
の
生
え
た
産
れ
児
」「
石
蒜
の
話
」「
田
原
藤
太
竜
宮
入
り
の
譚
」「
鼈
と
雷
」「
鳥

を
食
う
て
王
に
な
っ
た
話
」
の
六
本
は
、
も
と
と
な
る
英
文
は
い
ず
れ
も

一
九
一
五
年
以
前
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
を
使
っ
て
お
り
、「
虎
の
子
渡
し
」
の
み
、

英
文
が
一
九
二
八
年
と
遅
い
時
期
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
現
時
点
で

は
有
効
な
説
明
は
で
き
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

ク
エ
リ
ー
を
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
出
し
、
リ
プ
ラ
イ
で
得
ら
れ
た
情
報
を
邦
文
論

考
に
使
う
と
い
う
の
は
、
便
利
で
効
率
的
な
方
法
に
思
え
る
。
と
く
に
日
本
に
住

む
熊
楠
が
西
洋
の
類
例
を
集
め
よ
う
と
す
る
に
は
有
用
だ
っ
た
は
ず
だ
。
熊
楠
の
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所
蔵
し
た
洋
書
は
約
一
八
〇
〇
点
と
数
が
少
な
く
、
し
か
も
半
数
近
く
は
植
物
学

関
係
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
お
の
ず
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
に
は
限
り
が
あ
り
、『
Ｎ

＆
Ｑ
』
誌
が
蔵
書
代
わ
り
に
機
能
し
た
可
能
性
は
高
い
。
実
際
に
邦
文
論
考
に
は

『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
か
ら
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
稿
で
明
ら
か

に
な
っ
た
の
は
、
予
想
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
事
実
で
あ
っ
た
。

熊
楠
は
ク
エ
リ
ー
を
六
三
本
も
書
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
リ
プ
ラ
イ
で
得
た
情

報
を
邦
文
論
考
に
盛
り
込
ん
だ
例
は
わ
ず
か
七
点
し
か
な
く
、
し
か
も
英
文
の
投

稿
か
ら
間
を
置
か
ず
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
は
一
点
の
み
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

す
る
と
、
熊
楠
が
邦
文
論
考
執
筆
の
た
め
に
ク
エ
リ
ー
を
出
し
て
い
た
と
は
考
え

づ
ら
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
英
文
論
考
執
筆
の
た
め
に
ク
エ

リ
ー
を
利
用
し
た
形
跡
も
な
い
。
ク
エ
リ
ー
を
出
し
、
リ
プ
ラ
イ
を
取
り
込
ん
で

新
た
な
英
文
に
仕
上
げ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
熊
楠
は
質

疑
応
答
誌
と
し
て
の
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
の
価
値
を
ま
っ
た
く
役
立
て
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
な
る
。

で
は
、
熊
楠
は
な
ぜ
ク
エ
リ
ー
を
投
稿
し
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
ハ
ッ
キ
リ
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
単
に
頭
に
浮
か
ん
だ
疑
問
を
ク
エ

リ
ー
と
し
て
投
稿
し
て
い
た
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。
リ
プ
ラ
イ
を
も
ら
っ
て
活
用

す
る
と
い
う
よ
り
は
、
投
稿
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
も
か
く
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
熊
楠
の
ク
エ
リ
ー
に
関
す
る
事
実
を
も
と

に
、
彼
の
英
文
論
考
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
は
確
か
だ
ろ
う
。

【
注
】

（
1
） 

熊
楠
の
著
作
は
、
英
語
・
日
本
語
を
問
わ
ず
、
論
考
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

現
在
の
学
術
的
な
論
文
と
は
、
あ
ま
り
に
も
ス
タ
イ
ル
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。

 

テ
ク
ス
ト
は『
Ｎ
＆
Ｑ
』本
誌
、オ
ン
ラ
イ
ン
版
、邦
訳『
南
方
熊
楠
英
文
論
考〔
ノ
ー

ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
〕
誌
篇
』
を
用
い
た
。
タ
イ
ト
ル
や
人
名
に
つ
い
て
は
、

邦
訳
に
従
っ
て
い
る
。『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
の
巻
号
数
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
発
行

日
を
示
し
た
。

 

『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 

・
拙
稿
「
南
方
熊
楠
と
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
―
‘F

o
o

tp
rin

ts 

and G
ods, &

c.

’
か
ら
「
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ウ
シ
の
足
跡
」
へ
」『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
文

化
研
究
』
七
、二
〇
〇
九
年
。

 

・
拙
稿
「『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
と
大
辞
典
の
時
代
―
『
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
大
辞
典
』、『
イ
ギ
リ
ス
人
名
事
典
』、『
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
・

ブ
リ
タ
ニ
カ
』
と
南
方
熊
楠
」『
歴
史
文
化
社
会
論
講
座
紀
要
』
八
、
京
都
大
学
大

学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
歴
史
文
化
社
会
論
講
座
、
二
〇
一
一
年
。

 

・
拙
稿
「『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
掲
載
論
文
の
中
の
ア
ジ
ア
」『
南

方
熊
楠
と
ア
ジ
ア
』
田
村
義
也
・
松
居
竜
五
編
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
。

 

・
拙
稿
「『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
の
な
か
の
日
本
―
南
方
熊
楠
と

日
本
関
連
論
考
」『
歴
史
文
化
社
会
論
講
座
紀
要
』
九
、二
〇
一
二
年
。

 

・『
完
訳 

南
方
熊
楠
英
文
論
考 

〔
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
〕
誌
篇
』
飯
倉

照
平
・
志
村
真
幸
・
田
村
義
也
・
中
西
須
美
・
前
島
志
保
・
松
居
竜
五
訳
、
集
英
社
、

二
〇
一
三
年
出
版
予
定
。

 

ノ
ー
ト
、
ク
エ
リ
ー
、
リ
プ
ラ
イ
の
別
は
投
稿
者
が
指
定
し
た
。
熊
楠
の
草
稿
で

も
冒
頭
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
日
記
を
見
て
も
、
た
と
え
ば
一
九
二
七
年
四
月

一
二
日
の
発
信
欄
に
、「
夜
十
時
頃
下
女
出
す　

E
d

ito
r o

f N
o

tes an
d Q

u
eries 

ハ
一　

Q
u

ery: T
h

e H
arts &

 th
e S

erp
en

t.

」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
リ
プ
ラ
イ
と



南
方
熊
楠
は
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
？

八
七

し
て
投
稿
さ
れ
た
も
の
が
編
集
部
の
判
断
で
ノ
ー
ト
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
ク
エ
リ
ー
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
が
ノ
ー
ト
と
な
っ
た
り
、

あ
る
い
は
リ
プ
ラ
イ
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
が
ク
エ
リ
ー
と
な
っ
た
よ
う
な
も
の

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ク
エ
リ
ー
は
文
中
に
質
問
を
ふ
く
む
、
短
文
が
多
い
な

ど
の
特
徴
が
あ
り
、
一
見
し
て
判
別
で
き
る
。

（
2
） 

百
科
事
典
に
は
大
項
目
主
義
と
小
項
目
主
義
と
あ
り
、『
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
・

ブ
リ
タ
ニ
カ
』
は
一
七
六
八
〜
七
一
年
に
出
た
第
一
版
以
来
、
大
項
目
主
義
で
あ
っ

た
が
、
次
第
に
項
目
数
を
増
や
し
て
い
き
、
一
八
七
五
〜
八
九
年
の
第
九
版
（
Ｔ
・

ベ
イ
ン
ズ
編
纂
）
で
小
項
目
主
義
に
移
行
し
た
。
熊
楠
が
愛
用
し
た
の
も
第
九
版

で
あ
る
。

（
3
） 

拙
稿
「『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
と
大
辞
典
の
時
代
」、
拙
稿
「『
ノ
ー

ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
掲
載
論
文
の
中
の
ア
ジ
ア
」
な
ど
。

（
4
） 

『
南
方
熊
楠
英
文
論
考
〔
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
〕
誌
篇
』。

（
5
） 

拙
稿
「『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
と
大
辞
典
の
時
代
」。

（
6
） 

一
九
一
九
年
一
一
月
一
五
日
〜
一
九
三
四
年
一
月
一
一
日
付
け
の
書
簡
五
通
が

残
っ
て
お
り
、一
九
二
三
年
版
『
有
名
な
誤
謬
』
の
出
版
予
告
も
同
封
さ
れ
て
い
る
。

（
7
） 

岩
村
忍
「
南
方
熊
楠
の
英
文
著
作
」『
南
方
熊
楠
全
集
』
一
〇
巻
、
平
凡
社
、

一
九
七
三
年
、
四
一
二
頁
。『
南
方
熊
楠
大
事
典
』
勉
誠
出
版
、「
丸
」
の
項
、

二
〇
一
二
年
、
な
ど
。

（
8
） 

人
名
事
典
に
掲
載
さ
れ
な
い
よ
う
な
マ
イ
ナ
ー
な
人
物
に
つ
い
て
の
ク
エ
リ
ー
が

増
え
る
。
ま
た
、
目
立
っ
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
投
稿
が
増
え
る
。

（
9
） 

飯
倉
照
平
編
「
南
方
熊
楠
・
高
木
敏
雄
往
復
書
簡
」『
熊
楠
研
究
』
五
、二
〇
〇
三
年
、

二
六
二
〜
二
六
三
頁
。

（
10
） 

『
全
集
』
七
巻
、
一
九
七
一
年
、
一
七
頁
。

（
11
） 

『
全
集
』
別
巻
一
巻
、
一
九
七
四
年
、
一
二
三
頁
。

（
12
） 

た
だ
し
、
ノ
ー
ト
と
リ
プ
ラ
イ
に
関
し
て
は
、
長
文
す
ぎ
て
分
割
掲
載
さ
れ
た
も

の
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
。「
神
々
な
ど
の
足
跡
」、「
鷲
石
」
な
ど
で
あ
る
。

ク
エ
リ
ー
は
短
文
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
し
た
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
13
） 

一
九
〇
七
年
四
月
六
日
号
に
出
た
ダ
グ
ラ
ス
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
「
丸
」
な
ど
。
拙
稿

「『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
の
な
か
の
日
本
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
14
） 

ク
エ
リ
ー
関
連
の
書
簡
類
、
ノ
ー
ト
お
よ
び
リ
プ
ラ
イ
関
連
の
邦
文
論
考
お
よ
び

書
簡
類
は
『
南
方
熊
楠
英
文
論
考
〔
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
〕
誌
篇
』

を
参
照
の
こ
と
。

（
15
） 

未
掲
載
に
な
っ
た
も
の
は
リ
プ
ラ
イ
が
圧
倒
的
に
多
い
。
他
の
投
稿
者
の
回
答
と

重
複
し
た
り
、
日
本
か
ら
送
っ
て
い
る
た
め
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
く
な
っ
た
り
し

た
た
め
だ
ろ
う
。

（
16
） 

拙
稿
「
熊
楠
と
比
較
民
俗
学
―
『
神
跡
考
』
の
民
族
誌
を
中
心
に
」『
季
刊
民
族
学
』

一
三
九
、二
〇
一
二
年
。

（
17
） 

N
&

Q
, June 20, 1925, p. 441.

（
18
） 

N
&

Q
, N

ov. 21, 1914, p. 408.

（
19
） 

W
illiam

 H
. P

eet, 'P
ausanias', N

&
Q

, June 29, 1912, p. 518.

（
20
） 

「
人
間
の
皮
で
つ
く
っ
た
太
鼓
」（『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
、
一
九
二
四
年
二
月
二
三
日
号
）

と
「
人
の
皮
で
張
っ
た
太
鼓
」（『
日
本
及
日
本
人
』
七
月
一
五
日
号
）、「
ソ
ド
ム

の
裁
判
官
た
ち
」（『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
、
四
月
一
九
日
号
）
と
「
疵
付
け
ら
れ
料
を
疵

付
け
ら
れ
た
者
に
課
す
国
法
」（『
日
本
及
日
本
人
』三
月
一
五
日
号
）、「
ジ
ェ
ル
ベ
ー

ル
の
逃
走
の
伝
説
」（『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
、
六
月
二
八
日
号
）
と
「
方
術
を
も
っ
て
身

を
橋
下
に
隠
し
た
話
」（『
日
本
及
日
本
人
』
七
月
一
五
日
号
）
な
ど
一
一
点
が
あ
る
。

（
21
） 

『
全
集
』
四
巻
、
一
九
七
二
年
、
六
五
頁
。

（
22
） 

同
、
六
七
〜
六
八
頁
。

（
23
） 

『
全
集
』
三
巻
、
一
九
七
一
年
、
六
九
頁
。

（
24
） 

『
全
集
』
二
巻
、
一
九
七
一
年
、
二
八
七
頁
。

（
25
） 

同
、
二
八
八
頁
。
ベ
ン
ズ
リ
ー
は
「
ミ
ス
・
オ
ル
コ
ッ
ト
」
と
し
か
書
い
て
い
な

い
が
、
オ
ル
コ
ッ
ト
は
『
若
草
物
語
』
の
作
者
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
熊
楠
も
知
っ

て
い
た
の
か
、「
ル
イ
サ
・
メ
イ
・
オ
ル
コ
ッ
ト
」
と
フ
ル
ネ
ー
ム
に
改
め
て
い
る
。

な
お
、『
リ
ツ
ル
・
メ
ン
』
は
日
本
で
は
『
第
三
若
草
物
語
』
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

（
26
） 

同
、
二
九
〇
頁
。



志　

村　

真　

幸

八
八

（
27
） 

『
全
集
』
別
巻
一
巻
、
一
二
三
頁
。

（
28
） 

A
. H

. C
ooper-P

richard, 'M
ysterious F

igures: P
ictures w

ith M
oving E

yes', N
&

Q
, July 11, 1925, pp. 29-30.

（
29
） 

N
&

Q
, M

ay 14, 1921, p. 392.

（
30
） 
『
全
集
』
一
巻
、
一
九
七
一
年
、
四
九
六
頁
。

（
31
） 

『
南
方
熊
楠
英
文
論
考
〔
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
〕
誌
篇
』
で
飯
倉
照
平
が
指
摘
。

（
32
） 

『
全
集
』
二
巻
、
二
七
〇
頁
。


